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 使用製品：Geo Engineer’s Studio 

下水道施設近接施工影響検討 
－本体工事を組み入れた掘削による影響軽減検討－ 株式会社 山栄設計事務所 

概 要 

本地点は、河口部に位置し地盤は地表面から約 30m の軟弱層が堆積している。近くに既存の鉄道が走り軌

道面から 28.5m の位置から掘削深 6m、掘削幅 27.2ｍを土留め掘削を計画した。ＦＥＭ解析では、土留め

工の鋼矢板Ⅲ型を 21.5m まで打設しても、切梁や中間杭がないオープンな掘削では軌道面に影響が大きいこ

とが判明した。そのため、剛性の高い土留め工として鋼管矢板、地盤改良など種々の検討を経て、部分掘削

と本体工事を同時施工することで、本体構造物をカウンターウェイトとして利用することで所要の変位量内

に収めることが可能と結論づけた。まず掘削部底面と両脇を地盤改良したのち、掘削幅 27.2ｍを３分割し、

掘削、本体一部施工、その隣りに同様に施工する手順で本体の重みで地盤変形を抑えた。 

 

 

モデル図 

解析条件 

・土質条件：地表面から約 30m 深まで砂とシルトの互層 

・荷重条件：鉄道は複線で軸重 16tf(157kN) 

・土留め工：鋼矢板Ⅲ型 lp=21.5m 

・地盤改良：一軸圧縮強度 qu=2.5MN/m２、 E50＝600MN/m２ 

部分掘削は 3 分割とし、掘削内は開削 1:1.0 勾配とする 

 

 

 

 

 

 

 

検討結果 

■大規模な掘削時には周辺地盤への影響が懸念される。土留め、切梁を適切に設置することで変形を抑制で

きるが、構造物を築造する上で切梁や中柱が不向きな場合もある。本現場もそのケースであった。そのた

め、掘削領域周囲に地盤改良をするとともに、掘削幅を３分割して掘削と本体施工を交互に行い、変形を抑

制した。 

■既存の鉄道軌道面は、許容変位として水平変位が 3.2mm 以下、鉛直変位が 4.8mm であり、掘削面から

距離も近く、地盤も軟弱であるため、非常に厳しい条件であった。鋼管矢板、地中連壁も NG であった。 

■本業務では、通常の解析業務として所与の条件下で解析するにとどまらず、本体施工も含めてカウンター

ウェイトとして考慮したことで変形を抑制することができた。 

考 察 

▲最終段階における地盤変形(左：水平方向、右：鉛直方向) 

 

▲マルチステージ解析（部分開削＋本体施工） 

 

要素の種類 番号
色および
パターン

記号 土質区分 標高 Ｎ値
単位体
積重量

ポアソ
ン比

弾性係数
E2

kN/m3 kN/m2

1 B 盛土 -0.040 6.0 20.0 0.485 1.600

2 Ac1 砂質シルト -1.740 2.0 17.6 0.450 7.600

3 As2 礫混じり砂 -3.590 12.0 18.0 0.455 3.400

4 Ac2 シルト -11.790 7.0 18.8 0.450 2.200

5 Ac2-s シルト質砂 -12.290 14.0 18.0 0.470 3.900

6 Ac2 シルト -18.140 7.0 18.8 0.450 2.200

7 As3 砂 -18.690 35.0 19.0 0.426 9.800

8 Ac3 シルト -27.940 7.0 18.5 0.450 2.600

9 As4 シルト質砂 -29.140 16.0 18.0 0.499 4.400

10 地盤改良 20.0 0.400 6.000

11 RC 24.5 0.200 2.500

ソリッド要素

初期応力解析       →       地盤改良       →       土留め工   

部分掘削       →      床板構築       →       部分掘削 

床板構築       →      側壁と土嚢    →       部分掘削 

δX=2.76mm < 3.2mm OK δY=2.54mm < 4.8mm OK 
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